
公式予選　１１/８（日）　９：４５～　天候：晴れ　路面：ドライ　気温：１５℃　　路面温度：２２℃

前日のRd.3から一夜明け、モビリティリゾートもてぎでは、2026 AUTOBACS SUPER GT Rd.8の公式予選がスタート。
今回も20分の計時予選方式で、65号車LEON PYRAMID AMGは、蒲生選手がアタックを担当した。シーズン最終戦ということで、
全車のサクセスウェイトが0kgになったこともあり、前日と比べると大幅にポジションアップ。
蒲生選手も最終ラップに照準を定めてアタックをし、1分45秒739のベストタイムを記録。GT300クラスで10番手につけた。

「トップとの差はありますが、重量が軽くなったことで、その差は昨日よりは良くなっています。正直、トップ争いまで行くのは
厳しいかもしれませんが、少しでも順位を上げてゴールできたらいいなと思います。とにかく出来る限りのことを
やりたいです」と蒲生選手は予選を終えてコメントした。

決勝レース　１１/８（日）　１４：００～　天候：晴れ　路面：ドライ　気温：１７℃　　路面温度：２５℃

. 10番手からスタートしたK2 R&D LEON RACINGは、今回も菅波選手がスタートを担当。1周目にGT300クラスの後方で
アクシデントが発生し、セーフティカー導入となったが、再開後はこう着した展開となった。
ピットウインドウが開いた16周目に、いち早くピットインし、蒲生選手に交代。このレースでもタイヤ無交換作戦を実施したほか、
迅速な作業でピットアウトを果たした。

後半スティントでは、一時トップ5も狙えそうな勢いをみせたが、ライバルも手強く、一進一退の攻防戦が続いた。
その中で、蒲生選手はベストを尽くす走りを続け、7位でフィニッシュを果たした。

これにより、ドライバーズランキングは5位、チームランキングは4位に終わり、チャンピオンには手が届かなかったが、
苦しい状況のなかで、チーム全員が全力を尽くした1年が終了。皆様のご声援ありがとうございました。

 

ノーウェイト勝負の最終戦で粘り強い走りを見せ7位

シリーズチャンピオンには手が届かず

2026 AUTOBACS SUPER GT

Round.8 IN MOTEGI 250km RACE



蒲生尚弥　選手
「やれることを全てやり、本当に良いレースだったのかなと思います。厳しかった部分もありましたが、

. それも含めて実力ですので、しっかりと分析して来年以降につなげられればなと思います。今年は珍しく、中盤戦で
取りこぼしがあり、そこでつまずいたのが痛かったと思います。ライバルが手強く、今までとは違うタイヤを
使ったこともありましたし、いろいろなチャレンジをしました。
その結果、うまくいくこと、うまくいかなかったこともあり、今後に向けてはいろんな収穫があったのかなと思います」

菅波冬悟　選手
「今週に限ってはスピードがなかったです。周りのライバルが本当に速く、特にトップ5までにいるクルマに対しては
完敗でした。その中では、自分たちが持っているものの中で、しっかりとやり切れたと思います。
後悔はないですし、チームのオペレーションもすごく良かったです。こういうレースもあるよね、というのが感想です。
また来シーズンに向けて頑張ります」

黒澤治樹　監督
「今日のレースが今シーズンを象徴しているというか、年間を通してスピードがなかったですね。
毎回辛いレースが続きましたが、それを言っても仕方がないので、出来る限りのことをしてきました。
今シーズンを振り返ると、トータルでレベルアップをしていかないとチャンピオンという位置には届かないのかなと
思います。まずは、今までブリヂストンさんに色々助けていただいて本当に感謝しています。
来年はタイヤが変わり、他の体制面も変わると思うので、それも含めて新たなスタートになると思います。
近年稀に見る変化だと思うので、それを期待していただいて、開幕戦から全力で頑張りたいなと思います」
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